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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】圧縮技術を使用して、複数の低解像度画像から
高解像度画像を生成する。
【解決手段】圧縮画像シーケンス及び１又はそれ以上の
動きベクトルに対して超解像技術を提供することにより
、組み込み機器において高解像度画像を実現するための
方法及び装置について説明する。一例を挙げれば、本方
法は、ビデオ圧縮技術を使用して、複数の低解像度画像
を含む画像シーケンスを圧縮するステップと、上記圧縮
画像シーケンスに超解像技術を適用して高解像度画像を
生成するステップとを含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオ圧縮技術を使用して組み込み機器において超解像を可能にする方法であって、
　ビデオ圧縮技術を使用して、複数の低解像度画像を含む画像シーケンスを圧縮するステ
ップと、
　前記圧縮画像シーケンスに超解像技術を適用して高解像度画像を生成するステップと、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記画像シーケンスを圧縮するステップは、
　センサにおいて前記複数の低解像度画像を取り込むステップと、
　前記ビデオ圧縮技術を実行する、前記センサのハードウェア構成要素を使用して前記複
数の低解像度画像を圧縮するステップと、
をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記画像シーケンスを圧縮するステップは、
　前記複数の低解像度画像を保存するステップと、
　前記保存した複数の低解像度画像に前記ビデオ圧縮技術を適用するステップと、
をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記画像シーケンスを圧縮するステップは、参照画像と前記画像シーケンスの少なくと
も１つの更なる画像との間の動きベクトルを決定するステップをさらに含む、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記画像シーケンスを圧縮するステップは、前記参照画像に前記動きベクトルを適用し
て前記少なくとも１つの更なる画像を予測するステップをさらに含む、
ことを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記画像シーケンスを圧縮するステップは、前記少なくとも１つの更なる画像と前記少
なくとも１つの更なる画像の予測との間の差分画像をそれぞれ計算するステップをさらに
含む、
ことを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記画像シーケンスを圧縮するステップは、ロスレスビデオ圧縮技術を使用して前記差
分画像を圧縮するステップをさらに含む、
ことを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記画像シーケンスを圧縮するステップは、ニアロスレスビデオ圧縮技術を使用して前
記差分画像を圧縮するステップをさらに含む、
ことを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記超解像技術を適用するステップは、前記複数の低解像度画像の少なくとも一部を形
成する画素データを、前記高解像度画像を形成する画素データにマッピングするステップ
をさらに含む、
ことを特徴とする請求項１から請求項８のいずれかに記載の方法。
【請求項１０】
　前記超解像技術を適用するステップは、
　少なくとも１つの差分画像及び参照画像を含む前記圧縮画像シーケンスと少なくとも１
つの動きベクトルとを使用して前記高解像度画像の画素データを補間するステップと、
　前記参照画像を、決定された画素データと組み合わせて前記高解像度画像を形成するス
テップと、
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をさらに含むことを特徴とする請求項１から請求項９のいずれかに記載の方法。
【請求項１１】
　圧縮技術を使用して組み込み機器において超解像を可能にするための装置であって、
　複数の低解像度画像を含む画像シーケンスに圧縮技術を適用するための制御モジュール
と、
　前記圧縮画像シーケンスに対して超解像技術を実行して高解像度画像を生成するための
解像度向上モジュールと、
を備えることを特徴とする装置。
【請求項１２】
　ロスレス圧縮技術を使用して前記複数の低解像度画像を圧縮するためのロスレスコーデ
ックをさらに備える、
ことを特徴とする請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記ロスレスコーデックは、動き推定法を適用してサブピクセルの精度で少なくとも１
つの動きベクトルを生成する、
ことを特徴とする請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　ニアロスレス圧縮技術を使用して前記複数の低解像度画像を圧縮するためのニアロスレ
スコーデックをさらに備える、
ことを特徴とする請求項１１に記載の装置。
【請求項１５】
　前記複数の低解像度画像を取り込むためのカメラユニットをさらに備える、
ことを特徴とする請求項１１から請求項１４のいずれかに記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、一般に組み込み機器に関し、より具体的には、超解像技術を使用
して組み込み機器において高解像度画像を提供するための方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　カメラ装置のユーザは、特定の画像解像度で被写体のデジタル画像を生成することによ
り被写体の「写真を撮る」ことができる。一般に、デジタル画像は被写体を表す画素デー
タを含み、画像解像度とはデジタル画像の細かさの量のことを意味する。時として、カメ
ラ装置により生成されるデジタル画像は歪むことがある。例えば、（カメラジッタなどの
）ハンドシェイキング(handshaking)がデジタル画像における（ボケなどの）歪みを引き
起こす場合がある。
【０００３】
　ハンドシェイキングの影響を緩和するために超解像技術を使用できることがある。超解
像技術は、１又はそれ以上の低解像度画像から高解像度画像を生成するように構成される
。超解像技術は、動き推定及びボケ修正技術を使用して、低解像度画像から（画素データ
などの）欠落した細部を予測する。この欠落した細部を１又はそれ以上の低解像度画像に
適用して、高解像度画像を生成する。
【０００４】
　現在のところ、プロセッサ及びメモリの限界に起因して、組み込み機器では超解像技術
は実行されない。組み込み機器とは、移動電話機、携帯情報端末（ＰＤＡ）、及び「スマ
ートフォン」などの内蔵カメラ付きの装置であってもよい。サイズに制約があるため、組
み込み機器は、特定の量の記憶素子及び／又はプロセッサ資源に制限される。未加工及び
未圧縮の画像はサイズが相当に大きく、かなりの量のメモリを消費する。この結果、組み
込み機器を使用しながらプロセッサが超解像技術を実行するには画像が多すぎることにな
る。
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【０００５】
　現在のところ組み込み機器では、低解像度画像を装置のメモリに保存できる同期化の前
に超解像技術がオフラインで実行される。低解像度画像を組み込み機器から（コンピュー
タなどの）別の機器へ転送する前にオフラインで処理が行われる。しかしながら、ユーザ
は低解像度の画面上で高解像度画像を見ることはできない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従って、当業では組み込み機器において高解像度画像を提供する必要性が存在する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の実施形態は、１又はそれ以上の動きベクトルを使用して、圧縮画像シーケンス
に対して超解像技術を実行することにより高解像度画像を提供するための方法、装置及び
組み込み機器を含む。１つの実施形態では、組み込み機器においてビデオ圧縮技術を使用
して超解像を可能にする方法が、ビデオ圧縮技術を使用して複数の低解像度画像を含む画
像シーケンスを圧縮するステップと、この圧縮画像シーケンスに超解像技術を適用して高
解像度画像を生成するステップとを含む。
【０００８】
　本発明の上述の特徴を詳細に理解できるように、添付図面にいくつかを示す実施形態を
参照しながら、上記要約した本発明のさらに具体的な説明を行うことができる。しかしな
がら、添付図面には本発明の代表的な実施形態しか示しておらず、本発明は他の同様に効
果的な実施形態も認めることができるため、これらの図面が本発明の範囲を限定すると見
なすべきではない。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】１又はそれ以上の実施形態による、圧縮画像シーケンスに対して超解像技術を実
行して高解像度画像を生成するための組み込み機器のブロック図である。
【図２】１又はそれ以上の実施形態による、ビデオ圧縮技術を使用して組み込み機器にお
いて超解像を可能にする方法のフロー図である。
【図３】１又はそれ以上の実施形態による、複数の低解像度画像を圧縮して組み込み機器
において超解像を可能にする方法のフロー図である。
【図４】１又はそれ以上の実施形態による差分画像を生成する方法のフロー図である。
【図５】１又はそれ以上の実施形態による、組み込み機器のセンサにおいて画像シーケン
スを圧縮する方法のフロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　図１は、本発明の１又はそれ以上の実施形態による、圧縮画像シーケンスに対して超解
像技術を実行して高解像度画像を生成するための組み込み機器１００のブロック図である
。この圧縮画像シーケンスは、ロスレス又はニアロスレスビデオ圧縮技術を使用して圧縮
することができる。
【００１１】
　組み込み機器１００は、当業で一般的に知られているような移動電話機、カメラ付き電
話機、スマートフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）とすることができる。組み込み機器１０
０は、マイクロプロセッサ１０２と、様々なサポート回路１０４と、メモリ１０６と、カ
メラユニット１０８と、超解像ユニット１１０とを含む。マイクロプロセッサ１０２はデ
ータの処理及び保存を容易にする。様々なサポート回路１０４は、マイクロプロセッサ１
０２の動作を容易にし、クロック回路、電源、キャッシュ、入力／出力回路などのうちの
少なくとも１つを含む。メモリ１０６は、リードオンリメモリ（ＲＯＭ）、ランダムアク
セスメモリ（ＲＡＭ）、ディスクドライブ記憶装置、光記憶装置、取り外し可能記憶装置
などのうちの少なくとも１つを備える。メモリ１０６は、制御モジュール１１５と、ソフ
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トウェアコーデック１１６と、低解像度画像１１８とを含む。一般に、ソフトウェアコー
デック１１６は、（ハフマン圧縮したＹＵＶ、ＣｏｒｅＰＮＧなどの）ロスレスビデオ圧
縮技術、又は（ＤＶ圧縮、ＦａｓｔＣｏｄｅｃなどの）ニアロスレスビデオ圧縮技術を使
用して画像シーケンスを圧縮するためのソフトウェアコードを含む。１つの実施形態では
、ソフトウェアコーデック１１６が、インター予測技術を使用して一連の未加工画像を処
理する。ソフトウェアコーデック１１６は、動きベクトル推定法を使用して連続画像間の
動きベクトルを推定することができる。ソフトウェアコーデック１１６が使用できる様々
な動き推定法が当業では公知である。１つの実施形態では、ソフトウェアコーデック１１
６が、低解像度画像１１８のうちの低解像度画像を複数の画素ブロックに分割し、ブロッ
ク単位でインター予測及び圧縮を行う。いくつかの実施形態では、カメラユニット１０８
が、ソフトウェアコーデック１１６の機能をハードウェアで実施するハードウェアコーデ
ック１１４を含むことができる。
【００１２】
　１つの実施形態では、カメラユニット１０８が、市販の（内蔵カメラなどの）組み込み
型画像生成装置を含む。一例として、及び限定的な意味ではなく、（未圧縮の画像シーケ
ンスなどの）画像シーケンスの形で複数の未加工画像を取り込むためにカメラユニット１
０８を使用する。カメラユニット１０８はセンサ１１２（すなわち画像センサ）を含む。
１つの実施形態では、センサ１１２が、取り込んだ画像シーケンスを低解像度画像１１８
としてメモリ１０６に保存する。別の実施形態では、センサ１１２が、取り込んだ画像シ
ーケンスを電気信号に変換し、この電気信号をマイクロプロセッサ１０２を介して組み込
み機器１００の様々な部分へ通信することができる。例えば、センサ１１２は超解像ユニ
ット１１０と通信することができる。
【００１３】
　一般に、超解像ユニット１１０は組み込み機器１００の構成要素であり、解像度向上モ
ジュール１２０とローカルメモリ１２２とを含む。ローカルメモリ１２２は、リードオン
リメモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）ディスクドライブ記憶装置、光
記憶装置、及び取り外し可能記憶装置などのうちの少なくとも１つを備える。ローカルメ
モリ１２２は、圧縮画像シーケンス１２４と、動きベクトル情報１２６と、高解像度画像
１２８とを含む。本発明の１又はそれ以上の実施形態では、超解像ユニット１１０が、ハ
ードウェアコーデック１１４又はソフトウェアコーデック１１６使用して作成されたもの
として、圧縮画像シーケンス１２４と動きベクトル情報１２６とを保存する。以下でさら
に説明するように、解像度向上モジュール１２０は、高解像度画像１２８を生成するため
に圧縮画像シーケンス１２４及びベクトル情報１２６に１又はそれ以上の超解像技術を適
用する。当業で公知の様々な超解像技術を本発明と共に使用することができる。特に、解
像度向上モジュール１２０は、圧縮画像シーケンス１２４からの低解像度画像１１８を完
全に回復させることなく超解像技術を適用する。
【００１４】
　本発明の様々な実施形態によれば、制御モジュール１１５が、未加工、未圧縮の低解像
度画像の画像シーケンスから高解像度画像１２８を作成するのを管理するためのソフトウ
ェアコードを含む。動作中、制御モジュール１１５は、未加工画像の圧縮、及び圧縮画像
シーケンス１２４に対する超解像技術の適用を調整する。１つの実施形態では、制御モジ
ュール１１５がソフトウェアコーデック１１６を実行して低解像度画像１１８を圧縮し、
この圧縮画像シーケンス１２４をローカルメモリ１２２に保存する。従って、メモリ資源
を解放するために低解像度画像１１８を削除することができる。１つの実施形態では、圧
縮画像シーケンス１２４が、（画像シーケンスの第１の画像などの）参照画像、１又はそ
れ以上の動きベクトル、及び（原画像と、参照画像に基づいて予測される原画像の形態と
の間の差分を表す画素データなどの）１又はそれ以上の差分画像を含む。ロスレス圧縮技
術を使用して、参照画像及び／又は１又はそれ以上の差分画像を圧縮することができる。
動きベクトル推定法を使用して、１又はそれ以上の動きベクトルを決定することができる
。例によって説明を明確にするために、本明細書では圧縮画像シーケンス１２４を単一の
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参照画像を有するものとして説明している。当業者であれば、圧縮画像シーケンス１２４
が複数の参照画像を含むことができることを理解できよう。
【００１５】
　いくつかの実施形態では、原画像は、未圧縮の画像シーケンス内のいずれかの画像であ
る。参照画像は原画像のうちの１つである。差分画像については、参照画像に関して動き
ベクトルを計算し、その後、再構成した形態の参照画像を動きベクトルを使用して動き補
償することにより予測画像が形成される。符号化した原画像から予測画像を減算すること
により、差分画像が形成される。このインター予測を、参照画像より後のシーケンス内の
個々の原画像に対してブロック単位で行うことができる。このようにして、圧縮画像シー
ケンス１２４及び動きベクトル情報１２６が生成される。本明細書ではインター予測の特
定の実施形態について説明しているが、当業者であれば、ソフトウェアコーデック１１６
及び／又はハードウェアコーデック１１４が、当業で公知のＭｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒ
ｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ（ＭＰＥＧ）規格で使用されるインター予測のような、
本明細書で説明するものと同様の他のインター予測処理を実行できることを理解するであ
ろう。
【００１６】
　１つの実施形態によれば、組み込み機器１００のハンドシェイキングが、未圧縮の画像
シーケンスを形成する低解像度画像間に１又はそれ以上の差分を生じさせることがある。
同一のシーンから低解像度画像を生成することはできるが、この画像が、組み込み機器１
００の動き（すなわち揺動）に起因して、同一のシーンを表すための異なる画素データを
含む場合がある。画素データが異なり得るため、１つの低解像度画像が、別の低解像度画
像では取り込まれなかった追加の細部を含むことがある。従って、２又はそれ以上の低解
像度画像から得た細部を組み合わせて高解像度画像を生成することができる。
【００１７】
　本発明の様々な実施形態によれば、解像度向上モジュール１２０が、圧縮画像シーケン
ス１２４に対して１又はそれ以上の超解像技術を実行して高解像度画像１２８を生成する
。１つの実施形態によれば、超解像技術が、参照画像及び差分画像の時間的補間及び／又
は空間的補間を含む。例えば、超解像技術が、参照画像、動きベクトル及び差分画像から
欠落したシーンの細部を補間する。その後、解像度向上モジュール１２０が、この欠落し
た細部を使用して参照画像の解像度を向上させる。
【００１８】
　１つの実施形態では、解像度向上モジュール１２０が超解像技術を適用する前に、圧縮
画像シーケンスは、低解像度画像１１８のすべてを回復させるために完全には復号化され
ない。換言すれば、本発明の１又はそれ以上の実施形態によれば、（低解像度画像１１８
などの）復号化した画像シーケンスに対して超解像技術を実行しない。圧縮画像シーケン
ス１２４に対して超解像技術を直接実行することができる。１つの実施形態では、解像度
向上モジュール１２０が、圧縮画像シーケンス１２４に対してブロックレベルで（すなわ
ち画素のブロックに一度に）超解像技術を実行する。すなわち、参照画像、動きベクトル
及び差分画像が与えられれば、解像度向上モジュール１２０が、圧縮画像シーケンス１２
４の復号化をブロック単位で開始することができる。その後、個々のブロックが復号化さ
れた時に超解像技術を適用して高解像度画像１２８を生成することができる。ブロック単
位で超解像を実行することにより、解像度向上モジュール１２０は、原画像のすべてが復
号化されるのを待つ必要がなく、また原画像のすべてをメモリに保存する必要もなくなる
。
【００１９】
　１つの実施形態では、動きベクトル情報１２６が、シーケンス内の参照画像と次の画像
との間の（２次元動きベクトルなどの）動きベクトルに関するデータを含む。個々の動き
ベクトルが、参照画像内の座標から次の画像内の座標に補正を行う。１又はそれ以上の実
施形態では、ソフトウェアコーデック１１６又はハードウェアコーデック１１４により、
（ピクセルの１００分の１などの）サブピクセルの精度で動きベクトルが決定される。１
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つの実施形態によれば、解像度向上モジュール１２０が、サブピクセルの精度の動きベク
トルを使用して参照画像及び差分画像からブロックレベルで高解像度画像１２８を生成す
る。
【００２０】
　１つの実施形態によれば、カメラユニット１０８と超解像ユニット１１０とが協働して
、低解像度画像１１８から高解像度画像１２８を生成する。一例として、及び限定的な意
味ではなく、カメラユニット１０８のセンサ１１２が複数の低解像度画像を取り込み、こ
れらの画像を低解像度画像１１８として保存する。ソフトウェアコーデック１１６が、ロ
スレス又はニアロスレスビデオ圧縮技術を使用して低解像度画像１１８を圧縮する。圧縮
段階中、ソフトウェアコーデック１１６はまた、画像シーケンス内の連続する低解像度画
像間の動きベクトルをサブピクセルの精度で計算する。
【００２１】
　任意に、センサ１１２はハードウェアコーデック１１４を含む。本発明の１又はそれ以
上の実施形態では、ハードウェアコーデック１１４は、ロスレス又はニアロスレスビデオ
圧縮技術を実行する構成要素である。１つの実施形態では、ハードウェアコーデック１１
４が、低解像度画像１１８のうちの低解像度画像を複数のブロックに分割する。ソフトウ
ェアコーデック１１６に関して上述したように、動作中、センサ１１２が未加工の画像を
取り込むと、ハードウェアコーデック１１４が、インター予測と共にロスレス又はニアロ
スレスビデオ圧縮技術を使用して画像シーケンスを圧縮する。この結果、圧縮画像シーケ
ンス１２４が生成され、超解像ユニット１１０に保存される。１つの実施形態によれば、
解像度向上モジュール１２０が、圧縮画像シーケンス１２４に対して超解像技術を適用し
、高解像度画像１２８を生成する。１つの実施形態では、ハードウェアコーデック１１４
が、画像シーケンスがメモリ１０６に保存される前に、この画像シーケンスに対するロス
レス又はニアロスレスビデオ圧縮技術の実行を可能にする。この結果、高解像度画像１２
８を生成するために低解像度画像１１８を保存する必要がなくなるため、メモリ空間が節
約される。
【００２２】
　図２は、１つの実施形態による、ビデオ圧縮技術を使用して組み込み機器において超解
像を可能にし、高解像度画像を生成する方法２００のフロー図である。方法２００は、ス
テップ２０２から開始してステップ２０４へ進み、ここで（複数の低解像度画像などの）
画像シーケンスを（図１のローカルメモリ１２２などの）ローカルメモリに保存する。
【００２３】
　ステップ２０６において、インター予測と共にロスレスビデオ圧縮技術を使用して画像
シーケンスを圧縮する。別の実施形態では、ニアロスレスビデオ圧縮コーデックを使用し
て画像シーケンスを圧縮する。ステップ２０８において、（図１の圧縮画像シーケンス１
２４などの）圧縮画像シーケンスに超解像技術を適用する。ステップ２１０において、（
図１の高解像度画像１２８などの）高解像度画像を生成する。ステップ２１２において、
方法２００は終了する。１つの実施形態では、上述したように、（図１の解像度向上モジ
ュール１２０などの）解像度向上モジュールが、参照画像、１又はそれ以上の動きベクト
ル、及び１又はそれ以上の差分画像に１又はそれ以上の超解像技術を適用する。
【００２４】
　図３は、１つの実施形態による、複数の低解像度画像を圧縮して組み込み機器において
超解像を可能にする方法３００のフロー図である。方法３００は、ステップ３０２から開
始してステップ３０４へ進み、ここで複数の低解像度画像が（図１のメモリ１０６などの
）メモリからアクセスされる。
【００２５】
　ステップ３０６において、参照画像（すなわち、低解像度画像の第１の画像）を処理す
る（例えば、ロスレス又はニアロスレスアルゴリズムを使用して圧縮する）。ステップ３
０８において、次の画像（すなわち、次の低解像度画像）を取得する。ステップ３１０に
おいて、上記次の画像と参照画像との間の動きベクトルを決定する。１つの実施形態では
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１２において、差分画像を生成する。上述したように、この差分画像は、上記次の画像と
、参照画像から導き出される次の画像の予測との間の１又はそれ以上の差分（すなわち誤
差）を表すものである。
【００２６】
　ステップ３１４において、画像シーケンス内に処理すべき次の画像が存在するかどうか
に関する判定が行われる。画像シーケンス内に処理すべき次の画像が存在すると判定され
た場合（選択肢「はい」）、方法３００はステップ３０８へ進む。ステップ３１４におい
て、画像シーケンス内に処理すべき画像がこれ以上存在しないと判定された場合（選択肢
「いいえ」）、方法３００はステップ３１６へ進む。ステップ３１６において、参照画像
、動きベクトル及び差分画像を保存する。１つの実施形態では、参照画像、動きベクトル
及び差分画像が圧縮画像シーケンスを構成し、この圧縮画像シーケンスが、組み込み機器
の（図１の超解像ユニット１１０などの）超解像ユニットへ送信される。別の実施形態で
は、参照画像及び／又は差分画像を保存する前に、これらがロスレス圧縮技術を使用して
圧縮される。ステップ３１８において、方法３００は終了する。
【００２７】
　図４は、１つの実施形態による差分画像を生成するための方法４００のフロー図である
。方法４００は、ステップ４０２から開始してステップ４０４へ進み、ここで参照画像及
び動きベクトルを処理する。ステップ４０６において、参照画像及び動きベクトルから、
符号化した画像の予測を生成する。１つの実施形態では、コーデックが、（以前に符号化
し、再構成した画像などの）第１の画像に動きベクトルを適用することにより、符号化し
た画像を予測する。ステップ４０８において、（観察される、或いは実際の画像などの）
符号化した画像から予測した画像を減算する。ステップ４１０において、差分画像を計算
する。ステップ４１２において、差分画像を圧縮する。ステップ４１４において、方法４
００は終了する。
【００２８】
　図５は、１つの実施形態による、組み込み機器のセンサにおいて画像シーケンスを圧縮
する方法５００のフロー図である。方法５００は、ステップ５０２から開始してステップ
５０４へ進み、ここで複数の低解像度画像が取り込まれる。これらの低解像度画像は、未
圧縮、未加工の画像シーケンスとして（図１のメモリ１０６などの）メモリに保存される
。ステップ５０６において、ハードウェアコーデックを使用して複数の低解像度画像を圧
縮する。１又はそれ以上の実施形態では、上述したように、ハードウェアコーデックが、
インター予測と共にロスレス又はニアロスレスハードウェアコーデックを実行することが
できる。ステップ５０８において、圧縮した複数の低解像度画像を電気信号に変換する。
ステップ５１０において、この電気信号を（図１の超解像ユニット１１０などの）超解像
ユニットへ送信し、保存する。方法５００は、ステップ５１２において終了する。
【００２９】
　このように、本発明の様々な実施形態を提供した。本発明の様々な実施形態により、組
み込み機器において超解像を可能にすることができるという効果が得られる。さらに、本
発明による方法及び装置を利用して、圧縮した低解像度画像シーケンスを直接操作するこ
ともできる。さらに、様々な実施形態により、最適な又は効率的な使用が求められる組み
込み機器のメモリ及びプロセッサ資源の量を削減することができる。
【００３０】
　上記は本発明の実施形態を対象としたものであるが、本発明の基本的な範囲から逸脱す
ることなく、本発明の他の及びさらなる別の実施形態を考案することもでき、本発明の範
囲は以下の特許請求の範囲により定められる。
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